
3

　｢何を言うかではない。だれが言うかだ」
　この言葉が、学級経営の本質をずばり言い当てていると思ってい
ます。同じことを言っているのに反発される教師と、慕われる教師
がいます。
　｢子供は親の言う通りではなく、親のする通りにやるのだ」
　これも、親を教師に読み替えてみれば、学級経営の根本と言えま
す。
　教育の本質は伝達ではなく、感化なのです。
　つまり、人間としての自分をいかに伝えていくのかが大事であり、
どんなにきれいな言葉で取り繕っても、子供たちにはその教師の本
質が見えてしまうと言えます。
　特に授業は、年間に 1000 時間以上あります。その 1000 時間にど
のように向き合っていくのか、どのように子供と関わっていくのか。
その重要性は、前著『まわりの先生から「あれっ、授業うまくなっ
たね」と言われる本。』に書いた通りです。
　しかし、学級経営が年々やりにくくなっているのも事実です。か
つては、教師の言うことには従うものという暗黙の了解があったた
めに、学級経営があまりうまくなくても、子供も保護者もなんとな
くついてきてくれました。しかし、時代は変わりました。家庭とい
う土台が不安定になり、学校というシステムもまた安定感をなくし
つつあります。教師一人ひとりが、自分の足元をしっかりと安定さ
せていく必要があるのです。
　そのためのヒントは２つあります。
　１つ目が、当たり前のことを、当たり前ではない情熱を持ってと

まえがき
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ことんやるということ。小事を大事にしていくということです。
　もう１つが、率先垂範です。言い古されたことではありますが、
山本五十六の名言「やってみせて、言って聞かせて、やらせてみて、 
ほめてやらねば人は動かじ」は、教師の心構えの基本です。口先だ
けの教師では土台づくりなど不可能です。学級を良くしたかったら、
子供をどう変えるのかではなく、自分をどう変えるのかを常に考え
ねばなりません。このことを、植草学園大学名誉教授の野口芳宏先
生は、「教師は、子供をどう変えるかという他者改善には熱心だが、
自分をより良くしていく自己改善には不熱心だ」と言います。絶え
ざる自己改善への情熱こそが、学級を変えるのです。

　学級は、子供が安心して学ぶための母港ともいうべき場所です。
　学級づくりは教師のためではなく、子供一人ひとりを伸ばすため
にあります。
　そのことを理解してもらった上で、今回も地元の若手教師の方々
に本書の内容を実践していただくことにしました。その際、特に何
を重点的に実践してもらうのかを決めるのに重視したのが、経験年
数や力量ではなく、その先生のキャラクターです。
　学級経営には教師のキャラクターが大きく影響します。例えば、

「子供との人間関係づくり」が得意な教師がいます。どちらかとい
うと若い教師に多いタイプです。「システムやルールづくり」がう
まい教師がいます。生徒指導に長けた教師や、ちょっと怖がられる
ような男性教師に多いタイプです。
　このように自分のタイプを分析し、得意な部分、苦手な部分を把
握してもらってから、実践をお願いしました。例えば、「子供との
人間関係づくり」が得意なＡ先生は、「学級のシステムづくり」を
苦手としていました。そこで、まずはレッスン２「クラスの問題を
未然に防ぐ！　学級のシステム＆ルールづくり」を重点的に実践し
てもらいました。また、学級づくりにはある程度自信を持っていた
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B 先生には、より効率的に仕事が行えるように、レッスン４「時間
をつくりだす！　効率的に仕事を処理する技術」に取り組んでもら
うとともに、もくじを活用し、自分の足りない部分を確認してもら
うようにしました。
　本書ではこのように、自分のタイプに応じて実践しやすいよう
に、各レッスンを調整して作成してあります。また、自分のタイプ
を知っていただくためのチェックリストを掲載しました。まずはぜ
ひ、そちらをご活用いただき、自分のタイプを把握して、足りない
部分のレッスンから重点的に取り組んでもらいたいと思います。ま
た、もくじを活用し、自分に必要な項目から実践していくことをお
すすめいたします。
　本書の内容がすべて当たり前のこととなれば、きっと「クラスが
まとまっている」と実感できるはずです。

　　2016 年 春
瀧澤　真
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　学級経営には、教師のキャラクターが大きく影響します。本書の
レッスンに取り組む前に、以下のチェックリストを活用して、教師
としての自分のタイプを把握してみましょう。
　まずは自己評価欄に、３（とてもよくできている）、２（ふつう）、
１（努力が必要）のいずれかを入れてください。そしてⅠ～Ⅴごと
に合計を計算しましょう。
　次に必要性を記入します。非常に必要だと思えば◎、必要だと思
えば○、あまり必要だと思わなければ無印のままにします。

Ⅰ　子供との関係づくり 自己評価 必要性

　①子供一人ひとりの良さを把握している

　②�休み時間などに積極的に子供とふれあうようにし
ている

　③子供の思いや考えていることを把握している

　④�１日に１回はすべての子供と関わるようにしている

　⑤クラスの子供たちはよく笑う

合計点数

Ⅱ　学級のシステム＆ルールづくり 自己評価 必要性

　①給食準備は静かに、短時間で行うことができる

　②子供たちは学級の約束を守っている

　③�子供たちは教師や友だちの話をしっかり聞いている

学級経営チェックリスト
──自分のタイプを知ろう！
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　④子供たちは時間を守って生活している

　⑤�一人ひとりが責任を持って当番活動を行っている

合計点数

Ⅲ　学級集団づくり 自己評価 必要性

　①いじめ発見の仕組みができている

　②子供たちはお互いに助け合っている

　③子供たちは自分から挨拶できる

　④学級の絆を深めるイベントを企画している

　⑤クラス全員で共通の目標に向かって努力している

合計点数

Ⅳ　仕事術 自己評価 必要性

　①仕事の締め切りに遅れることがない

　②頼まれた仕事はすぐに取りかかる

　③仕事は早いほうだ

　④どうすればより効率的にできるかをよく考える

　⑤毎日の時間外勤務は１時間程度である

合計点数

Ⅴ　保護者との連携 自己評価 必要性

　①保護者と話をすることは苦にならない

　②学校の様子を家庭に積極的に伝えている

　③よく家庭訪問をするほうだ

　④授業参観には入念な準備を行う

　⑤苦情や相談を受けた時には真摯に対応している

合計点数
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さらに子供との
関係が深まりました！

　子供との関係は、いつもそれほど悪くないと思っています。でも、
ここにある実践を意識すると、さらに子供たちとの関係が深まったよ
うに感じます。
　例えば、子供をよくほめているつもりでしたが、より一層認めるよ
うに意識すると、子供の笑顔が増えました。また、ほめようとするこ
とで、問題のある子に対しても温かい気持ちで見守る機会が増えまし
た。ほめることで、叱ってもなかなか変わらなかった子が、頑張るよ
うにもなりました。
　教室に笑いをつくろうと、みんなで笑う練習をしました。意外な子
が笑うのがうまく、子供理解にもつながりました。
　｢子供と遊ぶ」は自分にとっては当たり前のことでしたが、他の項
目はなんとなく意識はしていましたが、徹底するまで実践していませ
んでした。すべての項目が、当たり前になるように、これからも日々
意識しながら過ごしていきたいと思います。

Lesson1…実践者の声

（男性教諭／教職歴５年目）



17

　Lesson1-1  認めてほめ続ける

　何をするにも、すぐに「できない」「やりたくない」と言う子がいました。
そのため、つい注意することが多くなっていました。そこで、意識的にほ
める機会を増やしました。特にレッスンにあったように、変化をほめるよ
うにしました。初めは照れて、ほめられることも嫌だと言っていたＴ君で
すが、少しずつ変わっていったのです。例えば、これまで社会科新聞を書
かせても、ほとんど取り組みませんでした。しかし、鉛筆を持ったこと、
ひと言書いたことなど、ほめ続けることで、最終的には書き上げることが
できたのです。以前の様子からは考えられないくらいのＴ君の変化でした。

　Lesson1-5  子供に教師を評価させる

　どんな結果が出るか、どきどきしながら実践しました。ある程度予想し
た通り、頑張って教材研究している教科はおおむね良い評価でした。進ん
で教材研究している教科というのは、もともと自分が好きだからという面
があり、そういう気持ちは子供にも通じるのだなと思いました。
　行動面では、「先生はよく話しかけてくれる」という欄に×をつけた子
が２人いました。私としては、その子たちとはよく話しているつもりでし
たが、子供と教師の意識にギャップがあるのだと改めて実感しました。そ
れからは、特に意識してその２人と話をしています。

　Lesson1-7  子供に教師理解の機会をあたえる

　私は魚が苦手で、給食の時に魚が出ると、「食べたくないな」と思って
しまいます。そこで、そのことを子供たちに話しました。それを聞いた子
供たちは大いに盛り上がり、魚が出る日を献立で探し始めました。いざ給
食に魚が出た時には、みんなが私に注目しました。そこで我慢して魚を食
べると、子供たちから大きな拍手が起こりました。そんな私の姿を見て、「ぼ
くも頑張って一口だけでも食べるよ」と言ってくれる子が増えてきました。
　自己開示をすることで、子供との距離がぐっと縮まったと感じています。
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Lesson

1-4

子供とどうつながるか
毎日無理なく行うには

机間巡視で
子供とつながる

　一人ひとりを大切に。
　おそらく日本中の学校で、こうしたスローガンが掲げられている
でしょう。まさに基本中の基本、大切な考え方と言えます。
　では、一人ひとりを大切にするとはどういうことか。具体的に何
をどうしていけば良いのかということについては、あまり語られて
いないのが実情ではないでしょうか。
　スローガンをスローガンで終わらせない、具体的な取り組みが必
要です。
　一人ひとりを大切にするために、まず一番に心がけなければなら
ないことは、毎日１回はクラスの全員と一対一のコミュニケーショ
ンをとるということです。１日に１回も関わらないで、その子を大
切にしているとは言えません。

　では、どうやって一人ひとりとコミュニケーションをとるのか。
例えば、日記を書かせる、生活ノートを提出させるなどの取り組み
が考えられます。そうした取り組みは、余裕があれば、ぜひやって

クラス全員と毎日コミュニケーションがとれているか

こうすれば無理なくコミュニケーションがとれる！
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ワンポイント★アドバイス
しーんと集中して作業しているために声をかけに
くい場合は、赤ペンで○をつけるだけでも良いで
しょう。「よくできました」「素晴らしい」とコメ
ントのついたキャラクタースタンプを押して回る
のも良いですね。

ほしいと思います。
　しかし、無理なく続けられることも大切です。日記を毎日読み、
コメントするというのはなかなか大変なことです。
　そこでおすすめなのが、机間巡視しながら声をかけるということ
です。
　机間巡視しながら、「おっ、いいね」「すごい」などとほめたり、「も
う少しでできるね」などと励ましたりします。「おもしろいデザイ
ンの鉛筆だね」など、たまには授業と関係ないことを話しかけるの
も良いでしょう。とにかく、１時間の授業で１回は一人ひとりに声
をかけるのです。これを１日５時間の授業で行えば、５回も声をか
けることができます。
　その際、子供とアイコンタクトをとって、優しく微笑みかけるこ
とができれば、さらに言うことなしです。目を合わせたほうが、子
供は教師とコミュニケーションをとったという実感を持ちます。
　こうしたことを行うために必要なのが、１時間の授業で個人作業
の時間を最低でも10分はとるということです。教師が話をしてば
かりの授業ではこうした取り組みはできません。子供がじっくりと
考える時間を確保するようにしましょう。その時間を確保すること
は、学力の向上にもつながります。ぜひとも教師がクラス全体に向
けて話す時間を削り、個別に声をかけるように心がけましょう。


